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工作機械工業 収益状況集計 

(2023年度 第１四半期) 

 

 

会員企業のうち2023年8月中旬迄に2023年度第1四半期決算を公表している専業比率30％以上の上場企業14

社を集計。集計調査対象企業における専業比率は84.1％。なお、今期は前年度末と同社の14社で集計した。 

 

１．連結決算の概要 

 

表１ 連結決算の概要（14社） 

（単位：百万円・％） 

 23年度Ⅰ期 
 

22年度Ⅰ期 
前年同期比 

売上高 196,719 ＋8.6 181,219 

売上総利益 61,654 ＋13.1 54,534 

 売上総利益率 31.3  30.1 

営業利益 17,100 ＋33.7 12,788 

 営業利益率 8.7  7.1 

経常利益 20,111 ＋13.6 17,707 

 経常利益率 10.2  9.8 

当期利益 14,518 ＋14.8 12,648 

 当期利益率 7.4  7.0 

総資産 1,203,882 ＋5.6 1,140,053 

純資産 763,520 ＋10.1 693,204 

自己資本比率 63.4  60.8 

自己資本当期純利益率 

（ROＥ） 
7.6  7.3 

      （注）自己資本当期純利益率（ROE）は年率換算値 

 

 

表２ 損益状況一覧（連結・前年同期比）（14社） 

                                          （単位：社） 

 増  加 減  少 合  計 

売 上 高 11 3 14 

売上総利益 10 （0） 4 （0） 14 （0） 

営業利益 10 （2） 4 （1） 14 （3） 

経常利益 8 （1） 6 （2） 14 （3） 

当期利益 9 （1） 5 （2） 14 （3） 
※（ ）内の数字は、赤字企業数。赤字幅が縮小した場合は「増加」、赤字幅が拡大した場合は「減少」となる。 

 

 



- 2 - 

 

２．2023年度通期見通しの概要 

 

表３ 【第１四半期時点】連結業績予想の概要（14社） 

  （単位：百万円・％） 

 2023年度通期見通し 2022年度実績 

 2022年度末時点 第1四半期時点 前年度比 金額、比率 

売 上 高 848,465 847,446 △1.2 858,117 

営業利益 70,096 70,729 △9.2 77,902 

 営業利益率 8.3 8.3  9.1 

経常利益 72,724 74,894 △12.9 85,974 

 経常利益率 8.6 8.8  10.0 

当期利益 52,526 54,426 △13.2 62,679 

 当期利益率 6.2 6.4  7.3 

 

表４ 【第 1四半期時点】連結業績予想の増減（売上高、経常利益）（14社） 

通   期 

（対前年度比） 

増収増益 
7 社 

（増減なし） 
増収減益 

3 社 

（1社減） 

減収増益 
0 社 

（増減なし） 
減収減益 

4 社 

（1社増） 

 ※（ ）内は、2022年度末時点予想からの増減社数 

 

 

 ◎2022年度末時点からの修正理由 

 

 【売上高のみ下方修正・・・1社】 

○当第 1四半期連結累計期間の実績及び今後の見通しを勘案。 

 

 【売上高、経常利益とも上方修正・・・1社】 

○為替レートが期初想定に比べ円安に推移したことと、売上の製品構成の変動により、第 1四半期の営業利益、

経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益が前回の予想を大幅に上回ったため、業績予想を修正。 

 

【売上高、経常利益とも下方修正・・・1社】 

○主要顧客である自動車業界向けの工作機械需要が徐々に回復に転じることを想定していたが、足元では依然

として調整局面にあり、期待する水準まで需要が回復していないこと、またこのような受注環境下、自動車

業界以外の業種向けにも積極的に新規開拓を進め、その成果も出始めているが、新規ユーザ開拓に伴うニー

ズの多様化、複雑化による工数増加が生産に予想以上の影響を及ぼしていることから、売上高は年初予想を

下回る見込み。利益面においては、昨年末に行った製品価格等改定の効果も一部表れているものの、売上高

の減少に伴い、継続する原材料価格の高騰、人件費の増加、工場償却費負担等の影響が大きくなることで年

初予想を下回る見通し。下期には工作機械業界において自動化ニーズの高まりや自動車業界の設備投資によ

って需要拡大が見込まれ、業績が改善する見通しであるものの、第 2四半期業績の影響により、売上・利益

ともに年初予想を下回る見通し。 
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３．工作機械事業セグメントの概要 
 

表５ 工作機械事業セグメントの概要（14社） 

（単位：百万円・％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表６ 【参考】工作機械事業セグメントの概要（24社） 

（単位：百万円・％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

         ※表5の対象企業14社に加え、セグメント情報を公表している 

専業比率30％以下の会員企業10社を加えた24社で集計 

 

 
【調査対象会員企業（順不同）】 

            

（専業比率 30％以上の集計対象企業）       （専業比率 30％以下の集計対象企業） 

 エンシュウ株式会社               シチズンマシナリー株式会社（シチズン時計株式会社） 

 浜井産業株式会社                株式会社ＦＵＪＩ 

 豊和工業株式会社                株式会社不二越 

 小池酸素工業株式会社              倉敷機械株式会社（倉敷紡績株式会社） 

株式会社牧野フライス製作所           黒田精工株式会社 

 株式会社岡本工作機械製作所           ミロク機械株式会社（株式会社ミロク） 

 オークマ株式会社                株式会社三井ハイテック 

西部電機株式会社                株式会社オーエム製作所（ダイワボウホールディングス） 

 株式会社ソディック               株式会社桜井製作所 

 スター精密株式会社               芝浦機械株式会社 

 株式会社太陽工機 

 高松機械工業株式会社 

 株式会社 TAKISAWA 

 株式会社和井田製作所 

 23年度Ⅰ期 
 

22年度Ⅰ期 
前年同期比 

売上高 165,345 ＋7.6 153,670 

営業利益 15,085 ＋27.8 11,801 

 営業利益率 9.1  7.7 

専業比率 84.1  84.8 

 23年度Ⅰ期 
 

22年度Ⅰ期 
前年同期比 

売上高 223,820 ＋7.2 208,748 

営業利益 19,719 ＋23.0 16,030 

 営業利益率 8.8  7.7 

専業比率 32.0  32.2 


